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王且生の員類の主主目減境は主主目抽の水温、深法、・底賞、塩骨、水境の影響の度合なE、モ札らの

組合bせによって極めて多種多嫌であるが、モ ~i官境に応じてそれÆtt特有の群落をなしている。

こ札を応用L刊現生貝殻の生砂学的考療をもとにして、地胸中に見ら乱る貝化石群集から古宅態

学的研究を行い、過去の生物群治を復元すると共に、地婦の生成環境や古地理を推定しよう止す

?i試みは在白長からも底々行われて来ている。

もっともこの僚にして化石貝類。考察から地層の宅成環塙脅論?る場合には、化石極の古生態

については多〈の場合類似の~~!lーのものからE類推であり、またたとえそれカg且生密であっても

モり種が地届の生成さ札た当時も現在と同級な生態的条件を示していたという前提に立っている

当人イU百群集には自生的たものと他生約なものとがあり、多〈はそれらが混じて見出さ札るため

去の点について充分検討する必要りるる事、 モれから現住の同町ー誌について見ても梅疏の消長に

従って棲ι@1*度を異にするため、古海副4干当時句水温などを吟味する必:~がある事などを留意し

て者かなければなbない。

現生の貝類の生態学的研究が末だ充分申亡行はれていないため、その研涜を進めて行〈事は最も

必要な事であるカ之、古生態学的研究は平はり現注に近いほど容易であり確かである。特t:::..f且生寓

の生存率の高し後期新生代にj;，、てはイ目玉造郷土環樹旨示帯として重要な{路lを県している。現

隼の貝類の生態やi量骸群集に関しては宮地伝三e~ 波部忠寂、古車府、新野弘等の研究があり、古

生態学的考察に関しては大底調之助、植山次郎‘ E奇正雄、大山越多事によって興味ある研費出発表

されている。

筆者はさきに静何市東南町有度山の下部に露出する鮮事円野長明と恩われる根古屋く町渚〉泉層

の員化石群集を検討して、現在の駿f可椿や遠州滋のかなり深いところに棲んでいるIJl.mo p s 

is tajimaeオオシラスナガイ、 Fulgorar工& concェnnaユシキヒタ

チオピ、 Nassar~a magnificaナサパイなJf出自生的なものであり、潮間帯や

ピ〈詑海に積むものが多〈モの群集中に沼l入Lている事から、根古屋奥層は外洋水の影響をかな

り受ける現在の殴可濯の搬な急深な海の亜浅海帯(Subneri t工c fascユa.)なも、

し下桟海帯(Bathyneritic f' as c工a)の堆積物である耳iを論lot.こ。またこの

群嘆の中で海岸近くから館主孔て来たと思b札るものには])entalium octang-
-.. 
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uユ&七uI!tヤカドツノガイ、 Bat土工 Iaria Mu1tiformisウミニナなど内

著者こ棲むものがかなり見ら札るが、この事は当時り附近の得t寺会槻が単調な沢ではな〈入り込ノしだ

湾が存在していた事を時示している。

こり桜古屋Ja，冒の上には不整合に久徳山磯崎、草薙氾皆、小鹿側百出現にのっている弘久1m

山線局は有度山の大部分を構成し、草薙泥届はその上に西から北へかけて山麓に有械をなして山

の斜面の傾斜とほど近いゆるい傾斜をなして分布Lている。この地層の民化群:l:!Jt(}工yph-

aea g工gasマガ骨Macoma incongruaヒメシラトリなEの内崎債のもの

か6成り外洋白要業は殆ど見られない。おそら〈当時九回'11鞠苗より成る古有皮山があってその

北側に海が侵入して入江をつ〈り、をこに堆3摂したのカ坤ー推計巴留なのであるう.

牧ノ原の下には貝沢泌舗が5P甘している治ムこの地局からは(}lyphaea gigasマ

がキ.Bat iエエar工a mu1tif'ormisウーニナモの他の貝化石が採集さ札石ν

この地膚はモの只f崩事架から見て酬の移聖書を受けたされ、人江B堆積物と考えら札るが、とこ

うによっては高砂~~tG棲む極設が多〈を占め、務提を誕に研究する事によって当時の入江の古地

形などについて典止ある結県出得ら札そうである。

掛JlI刷に分布する脳輔・偶膚の欄部から叫assarエa、Gemmula、N

-6j.1011eエ1aなど域在の遠州議に棲息する醤えはそり類似化石越が得ら札るが.産地利

に見ると南から北に向h 又下部から上部に同]って櫨のil'!.I!!.深肢から見てモの深さを減宇るよヨ

な1唖向を示し、又海岸近〈から選は札て来たものなどから凡て、結f王寺泊から曾我膚にかけての

海返平、当時の海岸線が北側にあって現在の;;.¥J羽海のモ札と同じような単調な砂浜でbった事を

示している。

浜名湖岸には佐f兵の員眉が露出しているがこ Lの民化石君織は現在り浜名諸に棲息している若手

集とは幾分具なる体でむしろ折戸袴の砕集に近い。折戸湾ではi品目港湾作業のに互に多量の民穎を

軍手、ごる事出出来たがDosinia angu工osaゥラカガミ、 paphia u11dul 

ataイヨスグレ、 Theora ユubricaγ ス・クガイなどの遺骸が者ぴたどしし教にの

ぼって見出さ札た。佐調馬県属当時の浜名湖附近は今よりもかなり口の開いた内情であったらしL、。

互貝化石は幾つかの帯をなして産出し、九人見附近では口orbicula janonica 

ヤマ トゾジミ、 Dosinia angulosaウラカガミ、 Anadara suhcr-

enataサルポウをそれぞn主とする詳1提出見ら札た。まだ拝1.-(調べていないのC'jlijとも云

えない治久もLこの機な帯がこの辺一帯に存在7るならば内清度の変遷についての地史的考童話が

可艇となるかも知孔ない。又この洪積層の虚の下には沖積層のもiT)t且.Lb;(l..るDosin工a

Japonlcaカガミカイ、 (}lyphaea g工gosマプfキなどを合むイヒ石脳出品々に
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分布しているようだ方議新世の樹昏発達史を考える上に興味深い。

趨美半島は王宮州灘に函Lて溜試俸をつ〈っているが‘この府臼俸に露/:!lしている泥賀届からは

極めて多量の貝化石が訴主主さ札v こLでもBatillariamu1tiformisウミ

ニナ、 Dosinia gngu工Osaウラカガミ、 My;a j aponi caオオノガイ、

Tonna luteostomaャツ γ ロガイをと札ぞ札主とする四つの帯に分けら札決水。

彰婦の変遷など古生え神的研究iこ都合がよい。吏に面白し事にはこ札らの群集に;主遠州灘町長5告

は金〈見ら札宇、むしろさがI掲の要素に近い。沿埠の>AH機にはum'honiumgigan-

teumグンベイキサゴ， Sunetta concinnaワスレガイ、Gomph工na

ffie 工 ana8g~s コタマガイなどが棲んでいるがそμらは少、しも化石正以E中には且ら札ない

で、大部分が内海棲のもりばかりである。者そら〈この地胞は当時の三河暗側白地積4~で、現在

は起草壁半島はかなり海訟で刷ら札てしまっているが以前にはす=っと隔の方まで鉱がっていたので

aうるまb、か。

今まで述〈て来たように辛にも静岡地方には長室町民化石を古む第三紀針新世から第凶紀にか

けてり地層出広〈分布ーしているので示相化石と Lての貝化石持を副院するのに極的て都合が良い。

上述の各県イi:E群集や現生の比重量群集についてtti'Jの健全にを札ぞ札詳し〈述べたいと思ってい

る払+後も研究を進めて行〈に当って化石群の取扱Lみや生魁祥的考察について色々と'納旨導

を者揃いしたい。終判之、、るいると資料を提供さ礼文民主買採弟、に抑授幼頂いた里子口博氏、立島秀

雄氏h はじめ唱水産泳県水産鼠激場、政上保安弘建設省情泌普工事事務所、県下岳地の漁業

組合の方k 並びに本学地学研究部学生諸君td車〈御礼申し上げる。
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